
昭島市 市民意識調査 
（概要版） 

 
市民意識調査概要版は、平成 15 年 6 月に実施した「昭島市 市民意識調査」を要約したものです。 
今回の意識調査では、「定住意向」「暮らしの満足度」「災害対策」「少子高齢化」「学校教育・生涯学

習」などについてお聞きしました。これらの調査結果については、今後の行政施策の参考資料として活

用して参ります。 
 
 

調査の内容 

１ 定住意向 

２ 暮らしの満足度 

３ 災害対策 

４ 少子高齢化 

５ 学校教育・生涯学習 

６ 環境 

７ 情報化 

８ 男女共同参画 

９ ＮＰＯ 

10 市政・市役所 

11 昭島市のイメージ 

 
調査の概要 

対象者    昭島市在住の満 16 歳以上の男女個人 

対象数    1,000 人 

抽出方法   層化二段無作為抽出法 

調査方法   郵送留め置き－訪問回収法 

調査期間   平成 15 年６月 23 日～７月 11 日 

有効回収数  732 票 

有効回収率  73.2％ 
 

平成 15 年 10 月 

昭 島 市 



 

回 答 者

 

１ （複数回答）と記述

２ 小数点以下第２位を

３ 複数回答の設問につ

４ グラフ中の n は設問

 
性 別         

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 職 業         

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

女性

51.9%

無回答

1.0%

男

47

家事専業
16.1%

学生
5.5%

無職
19.1%

ｱﾙﾊﾞｲﾄ・
ﾊﾟｰﾄﾀｲﾏｰ

15.7%

その他
3.6%

無回答
1.2%

 

 

 

 の 特 性

グラフの見方 
されたもの以外は、選択肢を１つだけ選ぶ設問です。 
四捨五入しているため、合計が 100％にならないものがあります。 
いては合計が 100％を超えることがあります。 
の回答者数を表します。 

             年 齢 

             居住年数 

（n=732）

性

.1%

（n=732）

２０年以上

53.7% １０～２０年
未満

21.6%

５～１０年
未満

9.8%

無回答

0.5%
３～５年
未満

5.9%

３年
未満

8.5%

（n=732）

自営業
7.2%

公務員

3.8%

会社役員・
団体役員

3.4%

会社員・
団体職員

24.3%

（n=732）

２０代

12.3%

３０代
18.3%

４０代

14.3%

５０代

19.7%

６０代

15.3%

７０歳以上

14.3%

無回答

0.3%

１０代

5.5%
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（１）居住年数 

 
 
 
 
 
 
 
 
（２）定住意向 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）住み続けたい理由 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４）住み続けたいとは思わ

 
 
 
 
 
 
 
 

凡例

n=4

凡例

n=732

凡例

n=732

1 

凡例

n=467

定 住

住み続けたいと

は思わない市民の

38.8％は「車や飛

行機の騒音がうる

さいから」を理由

に挙げています。 

今後とも住み続

け た い 市 民 の

41.3％は「むかし

から住んでいるか

ら」を理由に挙げ

ています。 

「今後とも住み

続けたい」という

市民は 63.8％を占

めています。 

「２０年以上」

の長期居住者が

53.7％を占めてい

ます。 

 

 

 

8.5

３年未満

5.9

３～５年未満

9.8

５～１０年未満

21.6

１０～２０年未満

53.7

２０年以上

0.5

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

意 向
短期居住者 
（14.4％） 
ない理由 

 

16.3

買い物や交通が
不便だから

38.8

車や飛行機
の騒音が

うるさいから

2.0

自然環境が
悪いから

10.

文化的・都会
でないから

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

9

 

63.8

今後とも住み続けたい
住み続けたいとは

思わない
どちらとも

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

 

41.3

むかしから
住んでいるから

23.3

便利で暮らし
やすいから

緑が多く自然
環境が良いから

親切で
あたたかみ
があるから

歴史
があ

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

■ 2 ■
長期居住者 
（53.7％） 
中期居住者 
（31.4％） 
2

的

24.5

その他

8.2

無回答

70% 80% 90% 100%

6.7 27.7

いえない

1.8

無回答

70% 80% 90% 100%

23.1 1.70.4

や伝
るか

統
ら

9.2

その他

0.9

無回答

70% 80% 90% 100%



 

暮 ら し の 
 

2 

（１）暮らしの満足度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）満足していない理由 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

凡例

n=191

凡例

n=73

暮らしに満足し

ていない市民の満

足していない理由

は「暮らし向きの

こと」（25.1％）が

最も多く、次いで

「生活環境のこと」

（22.0％）、「仕事

のこと」（15.7％）、

「住まいのこと」

（15.2％）等の順

となっています。 

暮らしに「満足

している」という

市民は 68.2％を占

めています。 

 

 

満 足 度

 
暮らし向き

のこと

25.1

仕事のこと

15.7

健康のこと

5.2

家族のこと

3.7

住まい
のこと

15.2

生活環境
のこと

22.0

人付き合い
のこと

3.7

その他

6.8 2.6

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

 
非常に満足している

4.9

まあ満足している

63.3

あまり満足していない

23.2

全く満足していない

2.9

無回答

5.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2

満足していない（26.1％）満足している（68.2％） 
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（１）安全性 

 
 
 
 
 
 
 
（２）危険と感じる災害（複

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）災害に対しての備え（

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

凡例

n=73

災害時の安全性

を「安全」という

市民は 58.6％を占

めています。 

安全でないと答

えた市民が、危険

だと感じる災害は

「地震」（54.8％）

が最も多く、次い

で「航空機墜落」

（52.8％）、「火災」

（ 34.7 ％）、「浸

水・洪水」（12.6％）

等の順となってい

ます。 

災 害

｢懐中電灯や携帯ラジオ｣が最

懐中電灯や携帯ラジオ

避難場所を確認している

救急医薬品

家族の緊急連絡先を確認している

貴重品の管理

飲料水や食料

消火器

カセットコンロ・固形燃料

家具の転倒防止

建物の耐久性チェック

衣類

避難用のハシゴやロープ

ブロック塀の補強や改修

その他

何もしていない

無回答

n = 732

1

14

7.9

7.0

5.3

1.8

0.4

6.0

0 2

3 

 

 

数回答） 

複数回答）      （４）市の災害対策（複数回答） 

 

7.2

安全である

51.4

まあまあ
安全である

23.9

あまり
安全でない

3.3

危険である

10.0

わからない

4.2

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2

対 策

安全（58.6％） 安全でない（27.2％） 

n = 199

地震

航空機墜落

火災

浸水・洪水

暴風

その他

無回答

54.8

52.8

34.7

12.6

1.5

8.5

0.5

0 20 40 6構成比（％） 0

も多くなっています。 ｢食料･飲料水などの備蓄｣が最も多くなっています。

60.8

37.2

28.3

27.0

26.8

26.6

25.1

6.0

.3

17.6

0 40 60 8
構成比（％）

0

食料･飲料水などの備蓄

正確・迅速な情報伝達

避難場所・避難道路などの整備

水道や電気などの耐震強化

消防車や給水車の充実

建物の不燃化・耐震化

自主防災組織の整備充実

防災訓練の実施

その他

無回答

n = 732

緊急時の負傷者・病人などの
救急・救命

防災ボランティアの育成や
受け入れ体制の整備

高齢者・障害者など災害に弱い
人への対策

63.8

58.3

36.1

28.8

25.4

20.4

12.8

11.7

7.9

4.4

3.7

1.0

3.6

0 20 40 60 8
構成比（％）

0
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（１）子育て支援対策（複数回答） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）老後の不安 
 
 
 
 
 
 
 
（３

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

凡例 

28.4

健康

4.6

生きがい
をもてる
かどうか

2.5

ひとり暮らし
になること

2.2

働く場所が
あるかどうか

20.8

必要な介護を
受けられるか

38.3

収入が
安定して

得られるか

0.3

その他

3.0

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

n=732

n = 732

子育ての経済的負担の軽減

保育所、児童館などの施設の充実

子育てに関する相談・支援体制の整備

保育時間延長などのサービスの充実

公園など子どもの遊びのための環境整備

育児休業制度の充実

母と子の健康の維持増進

その他

無回答

59.2

52.0

34.4

33.1

29.4

19.7

15.0

2.7

9.3

0 20 40 60 80
構成比（％）

4 

｢子育ての経済的負

担の軽減｣（59.2％）

が最も多く、次いで

「保育所、児童館な

どの施設の充実」

(52.0％）、｢子育てに

関する相談・支援体

制の整備｣（34.4％）、

等の順となっていま

す。 

少 子 高 齢 化

 

「収入が安定して

得られるか」（38.3％）

が最も多く、次いで

「健康」「必要な介護

を受けられるか」が

多くなっています。 
）高齢者施策（複数回答

｢年金制度の充実｣

（58.3％）が最も多

く、次いで「医療制

度・医療施設の充実」

（51.4％）、「ホーム

ヘルプサービスなど

在宅福祉の充実」

(27.0％)、「特別養護

老人ホームなど施設

介護サービスの充実」

（26.4％）等の順と

なっています。 

 

 

） 
n = 732

年金制度の充実

医療制度・医療施設の充実

雇用の機会を増やす

地域で高齢者を見守る体制の充実

相談員など相談機関の充実

その他

無回答

高齢者が利用する施設のバリアフリー化、
低床バスなどの導入の推進

経験と能力を生かした社会奉仕活動の促進

ホームヘルプサービスなど在宅福祉の充実

特別養護老人ホームなど施設介護サービス
の充実

高齢者向け住宅の建設など住宅対策の充実

スポーツ、趣味活動や教養講座など
生きがい対策の充実

58.3

51.4

27.0

26.4

23.0

21.0

19.7

15.4

12.8

11.3

8.1

1.4

3.6

0 20 40 60 80
構成比（％）
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学 校 教 育 ・ 
（１）土曜休日の感想 

5 

 
 
 
 
 
 
 
（２）土曜日にさせたいこと

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）家庭教育支援対策（複

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

凡例

n=73

親子で行う体験学習

相談窓口の充実

家庭教育や子育ての情報提供

子育て中の親同士の交流

家庭教育や子育ての講座

父親対象の啓発

母親対象の啓発

家庭教育マニュアルの作成

その他

必要ない

無回答

n = 732

子育てを経験した人と子育て中の
親子との交流

1

6.3

2.7

4.8

0 10

｢親子で行う体験学習｣が最も

｢外での遊び｣｢ス

ポーツ｣(37.7％)が

最も多く、次いで

｢手伝い｣(31.3％)、

｢ボランティア活

動｣(23.4％)等の順

となっています。 

「よい」という

市民は 20.5％を占

めています。 

 

 

生 涯 学 習

（複数回答） 

数回答）       （４）生涯学習での関心（複数回答） 

n = 732

その他

無回答

生け花、陶芸、俳句などの趣味
活動

演劇、音楽、美術などの鑑賞や
創作活動

栄養、健康法などの健康管理の
ための学習

料理、洋裁などの日常生活に
役立つ学習

手話、点字やボランティア活動
などの奉仕活動

英会話などの資格や技能の修得の
ための学習

歴史、文学などの教養の向上を
目的とした学習

ジョギング､テニス､ハイキングな
どのスポーツ･レクリエーション

経済、環境、教育などの生活・
社会問題の学習

郷土芸能など伝統的な地域文化に
関する活動

41.0

37.7

33.3

29.0

28.7

27.9

22.1

19.7

19.7

12.6

1.8

10.2

0 10 20 30 40 50
構成比（％）

　　　　外での遊び

　　　　スポーツ

　　　　手伝い

　　　　ボランティア活動

　　　　地域行事への参加

　　　　勉強

　　　　部活動

　　　　文化、芸術活動

　　　　読書

　　　　家での休養

　　　　旅行

　　　　買い物

　　　　ゲーム

　　　　その他

　　　　無回答

n = 732

37.7

37.7

31.3

23.4

20.4

19.4

15.8

15.4

13.1

9.6

6.4

1.2

1.0

2.0

13.4

0 10 20 30 4
構成比（％）

0

 
とてもよいと思う

5.9

よいと思う

14.6

どちらとも
いえない

38.8

どちらかというと
よくない

16.8

よくないと思う

12.8

無回答

11.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2

41.1

30.3

29.9

28.8

28.0

20.8

13.8

0.8

12.0

20 30 40 50
構成比（％）

「ジョギング､テニス､ハイキングなどのスポーツ･

レクリエーション」が最も多くなっています。 

多くなっています。 

よくない（29.6％） よい（20.5％） 
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環 6 
（１）ＩＳＯの認知度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）日頃の省エネ活動（複

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

凡例

n=73

知

日頃行っている

省エネ活動や省資

源活動は「使って

いない部屋の照明

は、こまめに消し

ている」（77.7％）

が最も多く、次い

で｢エアコンは極力

使わないようにし

ている」（48.4％）、

「風呂の水を洗濯

などに利用してい

る」（43.9％）、「洗

顔や食器洗いのと

き、水を流しっぱ

な し に し な い 」

（42.9％）等の順

となっています。 

ＩＳＯ１４００

１について「知っ

ている」という市

民は 19.2％を占め

ています。 

 

 

境

数回答） 

n = 732

エアコンは極力使わないようにしている

風呂の水を洗濯などに利用している

買い物のときは、買い物袋を持参している

計画的な買い物に心がけている

使い捨て商品はなるべく利用しない

その他

していない

無回答

使っていない部屋の照明は、こまめに
消している

洗顔や食器洗いのとき、水を流しっぱなし
にしない

リモコンの家電製品は、使わないときは
主電源を切っている

洗濯は量をまとめて行い、洗濯回数を
減らすようにしている

簡易包装の商品を選び、過剰包装は
ことわるようにしている

普段から家族が居間で一緒に過ごすように
している

77.7

48.4

43.9

42.9

33.3

33.3

29.5

29.1

29.1

23.8

17.5

2.5

3.8

4.2

0 20 40 60 8
構成比（％）

0

 

4.4

よく内容を知っている

14.8

多少の内容は
知っている

23.1

聞いた事がある

52.5

知らない

5.3

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2

っている（19.2％）
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（１）インターネットの利用 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）市のホームページの認知度 

 
 
 
 
 
 
 
 
（３）市のホームページの要望（複数回答）    （４）情報化施策の要望（複数回答） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

n = 732

個人情報保護対策の推進

電子投票

学校教育における情報教育の充実

ＩＴ講習会の実施

その他

無回答

インターネットを利用した申請等
の手続き

電子メールや電子会議室を
利用した意見聴取

インターネットを利用した公共
施設の案内・予約

電子掲示板等を利用した地域
コミュニティの形成

ｉモード等携帯電話に対応した
ホームページの充実

インターネットを活用した地域
産業の活性化

33.7

30.2

26.8

21.2

18.7

16.8

9.3

9.3

8.2

3.8

2.2

23.5

0 10 20 30 4
構成比（％）

0

 

7 

知っている（46.9％） 

市のホームペー

ジを「知っている」

と い う 市 民 は

46.9％を占めてい

ます。 

「インターネットを利用した申請等の手続き」が

最も多くなっています。

「行事や催し物（イベント）の情報」が最も多くなっ

ています。 

利用している（44.2％） 

インターネット

を「利用している」

と い う 市 民 は

44.2％を占めてい

ます。 

 

情 報 化

凡例 

17.3

毎日のように
利用している

26.9

時々利用している

18.9

今後利用したい

32.1

利用する予定はない

4.8

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

n=732

凡例 

10.2

利用している
（利用したことがある）

36.7

知っているが
利用していない

（利用したことがない）

47.8

知らない

5.2

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

n=732

n = 732

行事や催し物（イベント）の情報

各種福祉手当などの手続き案内

主要な事業のあらましや計画

町の歴史や散策コースの案内

市政や市議会の動き

傍聴できる審議会などの情報

その他

無回答

公共施設の利用方法やごみの
出し方などの案内

41.5

36.5

32.0

21.6

21.2

19.5

5.7

4.1

27.2

0 10 20 30 40 50
構成比（％）
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（１）男女平等化の進展 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）男女不平等を感じる点

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

8 

平等化が進んでいないと答

だと感じる点は、「家事や育児

ている」（53.9％）が最も多く

男女の「平等化

が進んでいる」と

いう市民は 40.0％

を占めています。 

男 女 共

凡例

n=73

n = 267

その他

無回答

家事や育児のほとんどを女性が
担っている

介護の負担が女性にかたよって
いる

学校生活の中で、子ども達に
男女による役割分担がある

男性が仕事に追われ、家事・
育児・教育などの家庭生活に
かかわりにくい

職業や採用、昇格や賃金など、
労働の場面で男女に格差がある

「男は仕事、女は家庭」という
考えが人々の間にある

企業の管理職、地域社会の役員や
議員などに、まだ女性がすくない

風俗産業やマスメディアなどで、
女性の性が商品化されている

職場や学校などで、セクシャル・
ハラスメント（性的いやがらせ）
がおこる

家庭内・外にかかわらず、女性に
対する暴力がなくならない

11

9.0

7.5

2.2

2.2

3.4

0

 

 

（複数

えた市

のほと

なっ

同 参 画

 

3.7

じゅうぶん平等に
なってきている

36.3

かなり平等に
なってきている

31.6

あまり平等に
なっていない

4.9

ほとんど平等に
なっていない

14.5

わからない

9.0

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2

.6

20 構
平等化が進んでいる

（40.0％） 
回答）    （３）男女共同参画

n = 732

男女雇用機会均等法を周知

その他

無回答

仕事と家事・育児・介護の
できるよう支援する

あらゆる面で男女を差別し
家庭教育や学校教育を推進

家庭において、家事や育児
共同責任について話し合い
理解しあう

男女の役割分担についての
社会通念、習慣、しきたり
を改める

女性が働きやすい職場環境
をする

市の審議会等へ女性を積極
登用する

男性が仕事優先という生き
考え方を改める

女性自身がさまざまな面で
自己決定する力をつける

配偶者などからの暴力、仕
家庭の両立などの問題につ
相談のできる窓口を充実す

男女とも、もっと社会参画
女性の地位向上などに
関して学習する

男女共同参画社会に関する
情報誌や広報などでもっと
る

60

 

「仕事と家事

援する」（35.5％

やすい職場環境

ています。

民が、男女不平等

んどを女性が担っ

ています。 

53.9

43.4

40.4

39.0

34.1

25.1

40成比（％）

■ 9 ■
平等化が進んでいない

（36.5％） 
社会形成に必要なこと（複数回答） 

する

両立が

ない
する

などの
、

づくり

的に

方、

事と
いて
る

や

情報を
ＰＲす

35.5

29.6

27.2

26.0

24.9

18.0

13.8

13.4

12.2

7.1

5.3

5.1

2.2

15.8

0 10 20 30 4
構成比（％）

0

・育児・介護の両立ができるよう支

）が最も多く、次いで「女性が働き

づくりをする」（29.6％）が多くなっ



 

 
（１）ＮＰＯの認知度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）ＮＰＯ活動のための施

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

凡例

n=73

ＮＰＯ（民間非

営利団体）につい

て「知っている」

と い う 市 民 は

60.6％を占めてい

ます。 

ＮＰＯについて

知っていると答え

た市民が、ＮＰＯ

の活動を活発にし

ていくために昭島

市が力を入れるべ

きだと思うことは、

「ＮＰＯの活動や

団体に関する情報

の提供」（51.8％）

が最も多くなって

います。 

Ｎ Ｐ9 

 

 

策（複数回答） 

 

どのような性格で、どの
ような活動をしている

かについても知っている

10.5

ＮＰＯという言葉は、見
たり、聞いたことがある

50.1

まったく知らない
（初めて聞いた）

27.9

無回答

11.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2

Ｏ

知っている（60.6％）

n = 444

市役所からの事業委託の推進

わからない

無回答

ＮＰＯに対する行政からの
資金助成

市役所側における担当窓口の
一本化

ＮＰＯの活動や団体に関する
情報の提供

ＮＰＯが活動しやすい税制や
仕組みの充実

ＮＰＯなどの団体が活動・
交流できる場（施設）の提供

51.8

28.6

23.2

18.7

13.3

11.0

14.6

4.7

0 20 40 6構成比（％） 0

■ 10 ■



 

 
（１）市の施策の力点（複数回

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）市役所窓口サービスの感

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「地域福祉の充

実」（37.8％）が最

も多く、次いで「健

康づくり、医療、

保健衛生の充実」

（30.5％）、「火災

や地震などの防災

対策」（25.4％）、

「ごみ処理やリサ

イ ク ル 対 策 」

（21.7％）等の順

となっています。 

市 政 ・

健康

火災

ごみ

道路

青少

学校

公園

雇用

市街

生涯

芸術

情報

消費

近隣

男女

その

わか

無回

市民
こと

地域
児童

産業
住宅

「普通」（42.8％）が最も多く

ある」「良い」「悪い」の順とな

その他

1.9% 良

14.

まあ

無回答

7.0%

普通

42.8%

悪い

8.3%

10 

 

 

答） 

想         （３）窓口サービスの悪い点（複数回答） 

市 役 所

n = 732

づくり、医療、保健衛生の充実

や地震などの防災対策　

処理やリサイクル対策

、上水道、下水道の整備

年の健全育成

教育

整備や緑化対策

対策

地の整備

学習、スポーツ･レクリエーション事業

･文化の振興

化の推進

者問題対策

市町村との連携に関すること

共同参画の推進

他

らない

答

自治やコミュニケーションに関する

福祉の充実（高齢者、障害者、母子、
福祉）

や経済の振興（公共交通、駅前整備、
政策など）

37.8

30.5

25.4

21.7

16.9

15.7

14.2

13.4

12.2

10.9

10.5

10.2

7.7

4.6

4.6

3.7

1.6

0.5

2.2

2.9

7.7

0 10 20 30 40
構成比（％）

、次いで「まあまあで

っています。 

市役所窓口サービスが悪いと答えた市民の、窓口

サービスの悪いと思う点は「職員の対応が悪かった」

（65.6％）が最も多く、次いで「時間がかかった」

（50.8％）が多くなっています。 

（n=732）

い

6%

まあである

25.4%

n = 61

職員の対応が悪かった

時間がかかった

どの窓口かわからなかった

その他

１つの窓口で用が済まず
面倒だった

65.6

50.8

36.1

13.1

21.3

0 20 40 60 8
構成比（％）

0
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昭 島 市 の 
 
11 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

n=732

凡例

（2）いなか的

（5）親しみやすい

（7）安心

（8）魅力的

※加重平均：「そう思う」３点、「

（1）都会的

（3）新しい

（4）伝統的

（6）活気がある

2.2

13.4

5.5

6.1

15.4

2.9

14.5

4.9

12.7

17.5

23.6

そう思う

0% 10%

昭島市のイメージは「安心」（

等の順となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

■ 12 ■

イ メ ー ジ

加重
平均

-1.36

0.48

-0.92

-0.26

0.55

-0.73

0.56

-0.52

どちらかといえばそう思う」１点、「どちらかといえばそう思わない」-１点、「そうは思わない」-３点の平均

47.8

33.9

44.0

45.1

29.0

15.0

38.0

30.9

20.2

19.7

34.4

12.4

13.3

13.9

14.5

12.8

13.9

13.8

13.8

どちらかといえば
そう思う

41.7

40.0

どちらかといえば
そう思わない

17.9

7.0

17.9

7.5

14.6

25.1

10.5

32.7

そうは思わない 無回答

20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

加重平均 0.56）が最も高く、次いで「親しみやすい」（0.55）、「いなか的」（0.48）、
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